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AI関連の政策・ガイドラインの整備が進む

ASEANにおいて程度に差はあれど、AI導入が進展しつつある。各国のAIに対する準備度を「政府」
「技術分野」「データ／インフラ」の側面から評価した「政府AI準備指数（2024年）」（英コンサ
ルティング企業オックスフォード・インサイツ発表）では、シンガポールが84.25という高スコアで
米国に次ぐ世界2位であり、「政府」「データ／インフラ」の項目では世界首位だった。他の
ASEAN諸国ではマレーシア（71.40）が70を超え24位、タイ（66.17）35位、インドネシア
（65.85）37位、ベトナム（61.42）51位、フィリピン（58.51）56位だった（全188カ国中）。

ASEANではすべての国が政策として、AIに関する何らかの戦略や方向性を掲げ導入を図っている。
先頭を走るシンガポールの取り組みを紹介すると、14年からスマート国家戦略を推進する中で、19
年に国家AI戦略を発表し、さらに23年に同戦略2.0に改定して幅広い分野でAIの社会実装を進める
方向性を提示。15の行動計画を打ち出し、AI専門人材を3倍強の15,000人に引き上げることなどを
定めた。財政面では24年からの5年間で10億シンガポールドル（約1,150億円）を拠出する計画で
あり、企業のAI導入や職業能力支援への助成などを実施。国家プログラムのAIシンガポールが研究
開発や人材育成などで成果を挙げている。ガバナンスに関してはオープン検証ツール「AI Verify」
を提供し、透明性や公平性の確保が図られている。こうした手厚い政策や政府支援の下、官民一体
のエコシステムが形成され、経済・社会に広くAIをビルドインしようとしているのが、AIに向き合
うシンガポールの姿である。

ASEAN全体としてのAIガイドライン整備も動き出した。24年2月にASEAN事務局が「AIガバナンス
および倫理に関するASEANガイド」を発表し、域内のAI開発・利用などで参照可能なガイドライン
や推奨事項などを提示。ASEAN各国の法整備がシンクロナイズする形で進むことが期待される。

政府・企業などの取り組みも拡大

こうした状況下、政府や企業などAI「利用サイド」での動きが広がりつつあり、同時にシンガポー
ルやマレーシアなど、上述の指標で「政府」「データ／インフラ」に強みを持つような国では「開
発サイド」の動きも熱を帯びてきている。シンガポールではAI開発拠点を設ける動きが相次ぎ、今
年だけでもグーグル、マイクロソフトなどテック大手、多国籍企業10社以上がAI開発拠点を設置し
た。またマレーシア（ジョホール州など）ではシンガポールとの隣接性などからデータセンターの
建設が活発であり、エヌビディアは今年7月、マレーシアの大手発電事業者YTLとの間で100億リン
ギ（約3,500億円）を投じてAIデータセンターを建設することなどで合意。マレーシア独自の大規
模言語モデルを開発するという野心的な計画も含まれている。エヌビディアのファンCEOは23年に
同国を訪れ、「マレーシアはAI製造のハブになる可能性を秘めている」との趣旨を述べていた。

AI分野でも試される米中との距離感

留意点としては、AI分野での米国・中国との距離感が挙げられる。両国はAI開発競争を繰り広げる
中、AI分野でもASEANへの影響力を高めようとするだろう。ASEANの国々は今後のAI開発・利用で
米中の双方と関係を維持・強化することが必須であり、米中どちらかを選択することを望まないと
いう従来のスタンスをAI分野でも保ち両国との距離感をバランスさせていけるか注目される。
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▽政府AI準備指数（2024年）

（出所）オックスフォード・インサイツ （出所）シンガポール国家AI戦略2.0

▽シンガポール国家AI戦略2.0の行動計画
1 AIセンター・オブ・エクセレンス（開発拠点）の設置

2 AIスタートアップエコシステムの強化

3 AIによる公共サービスの生産性向上

4 AI研究開発計画の改定

5 世界トップレベルのAI開発者の誘致

6 AI専門人材を15,000人に拡大

7 企業のAI導入強化

8 AI研修による労働者のスキル向上

9 AI開発者や専門人材が集まる場を設置

10 高性能コンピューターの拡充

11 データサービスとプライバシー強化技術の向上

12 政府保有データの解放

13 AI規制環境の整備

14 AIのセキュリティと強靭性の強化

15 信頼性の高い国際的パートナー

順
位

国 合計 政府 技術分野
データ／
インフラ

1 米国 87.03 89.26 80.94 90.90 

2 シンガポール 84.25 90.96 68.65 93.14 

3 韓国 79.98 84.59 62.60 92.74 

4 フランス 79.36 85.29 63.53 89.25 

5 英国 78.88 84.47 66.57 85.62 

…

12 日本 75.75 80.31 57.96 88.98 

…

23 中国 72.01 72.90 62.95 80.18 

24 マレーシア 71.40 82.47 54.17 77.56 

35 タイ 66.17 75.78 44.83 77.90 

37 インドネシア 65.85 79.86 48.06 69.64 

51 ベトナム 61.42 75.02 43.36 65.86 

56 フィリピン 58.51 74.49 38.58 62.45 
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